
温
暖
化
対
策
と
省
エ
ネ
合
併
浄
化
槽
は

働
き
方
改
革
は
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
と
業
務
改
善
で

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
に
対
す
る
当
町

の
認
識
と
今
後
の
取
組
み

姿
勢
は
。

問
　

  

大
政
保
健
福
祉
部
長

　

町
内
の
事
業
者
ま
た
は
住

民
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

抑
制
活
動
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
の

種
か
ら
食
用
油
、
使
用
済
油

か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
、
剪
定
枝
か
ら
堆
肥
を
生

成
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
事

業
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学

園
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
４
次
に
わ
た
る
地
球

答
　

  

和
田
総
務
部
長

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
と
は
、ロ
ボ
テ
ィ
ッ

ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
の
略
称
で
、職
員
が
行

う
定
型
的
な
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

を
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
上
の
ロ

答

温
暖
化
対
策
の
実
行
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。

　

計
画
に
沿
っ
て
町
施
設
の

節
電
運
用
を
改
善
し
た
。

　

夏
の
エ
ア
コ
ン
の
電
力
削

減
を
図
る
た
め
、
本
庁
舎
や

保
育
所
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
の

設
置
を
行
っ
て
き
た
。

　

第
４
次
計
画
で
は
、
町
所

有
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
量
を
２
０
３
０
年
度
に
２

０
１
３
年
度
比
で
約
40
％
削

減
を
目
標
と
し
て
い
る
。
松

前
公
園
体
育
館
、
総
合
福
祉

ボ
ッ
ト
が
代
行
す
る
ツ
ー
ル

の
こ
と
を
言
い
、少
子
・
高
齢

化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
や
、働
き
方
改
革
に
よ
る

長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
の

課
題
に
対
し
、業
務
の
効
率
化

や
生
産
性
向
上
の
た
め
の
新

し
い
仕
組
み
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

先
行
自
治
体
の
事
例
に
よ

り
、
処
理
時
間
の
削
減
や
人

的
ミ
ス
の
防
止
に
よ
る
業
務

の
精
度
向
上
な
ど
、
業
務
改

善
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

働
き
方
改
革
の
一
つ
と
し

て
当
町
規
模
で
導
入
効
果
が

見
込
め
る
の
か
、
慎
重
に
調

査
研
究
を
行
い
な
が
ら
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

影岡　俊範　議員

　

当
町
の
地
球
温
暖
化
対

策
へ
の
取
組
み
は
。

問

　

  

大
政
保
健
福
祉
部
長

　

町
内
の
補
助
対
象
と
な
る

施
設
は
、
機
械
設
備
を
交
換

す
る
タ
イ
プ
１
は
92
基
、
浄

化
槽
本
体
を
交
換
す
る
タ
イ

プ
２
は
44
基
で
あ
る
。
啓
発

活
動
は
、
公
募
ポ
ス
タ
ー
の

答 　

省
エ
ネ
型
浄
化
槽
シ
ス

テ
ム
導
入
推
進
事
業
は
。

問

いっぱん質問
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セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
の
照
明
、
空
調
設
備

を
更
新
す
る
改
修
工
事
等
を

実
施
し
て
い
る
。

掲
示
や
窓
口
に
チ
ラ
シ
を
置

い
て
い
る
。

　

今
後
、
愛
媛
県
浄
化
槽
協

会
と
連
携
し
て
、
補
助
制
度

を
利
用
す
る
よ
う
情
報
提
供

を
行
い
、
省
エ
ネ
型
合
併
浄

化
槽
の
導
入
を
促
し
て
い
き

た
い
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
安
価
な
小

規
模
ス
タ
ー
ト
が
可
能

で
、
職
員
の
実
質
的
な
時

短
の
効
果
が
見
込
め
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

当
町
職
員
の
積
極
的
な

取
組
み
を
期
待
す
る
。

意
見


